
帝京大学薬学部のキャンパスは、神

奈川県の相模湖と津久井湖に囲まれた

山あいの丘の上という、自然に恵まれ

た環境に位置する。このような教育環

境のもとで１年次から４年次までは授

業が行われるが、医療従事者として質

の高い薬剤師を育成するため、５、６

年次には、医療・臨床を身近に感じる

よう附属病院がある板橋キャンパスで

講義を行うことになった。

特徴の１つは、通常４年次が予定さ

れているOSCEを、１年次という早い

段階でも行っていること。より質の高

い医療従事者を育成するため、コアカ

リキュラムの「コミュニケーション」

講義の一環として、06年度から取り入れた。

井上氏は「なるべく早い段階で、病気で悩ん

でいる患者さんと接するためには、どう対応

すればよいかを経験させると共に、医療従事

者としてどのような心構えが必要か、身をも

って感じてもらいたい」と語る。

また、学生が将来、患者に接する際に少し

でもいたわりの気持ちを持ってもらえるよう

にと願い、１年次の夏休みに、要介護状態か

ら高齢者の自立を支援する「介護老人保健施

設」での研修機会を設けている。このように、

同校では６年制実施以降、「質の高い医療従

事者の育成」を目指して、早い段階から人・

患者と接する機会を多く設けている。

同校では最近、実務実習を円滑に実施する

ため「実務実習センター」を新設、この中に

医学部付属の「板橋病院」「溝の口病院」お

よび「薬局担当」の部門を置いた。同センタ

ーは医療薬学教育に明るい教授ら関係職員約

15人で運営、計画立案などが行われているが、

実務実習は学部職員全員体制で当たってい

る。

ただ、そうした大学としての取り組みを進

める一方、井上氏は「６年制学生が６カ月に

わたる実務実習に臨む際に、全

学生に対し、本当に平等な経験

をさせることができるのだろう

か」と不安を隠さない。確かに

実習受け入れ施設として、板橋

病院、溝の口病院を擁してはい

るものの、全学生の病院実習を

実施することは物理的に難しい

というのが現状だ。場合によっ

ては病院・薬局実務実習調整機

構を介して実習先を見つけなけ

ればならない。そのため、井上

学部長は、実習先の状況によっ

て「学生間で差が出る可能性がある」として

いる。そこで、学生間の実習の質に格差が生

じないよう、個々の学生に対する施設側から

の評価結果をもとに、各学生の不足部分を補

足する意味で「アドバンスドOSCE」を実施

したい考えだ。

また、井上氏は有機化学や物理化学、生化

学といった基礎薬学教育の必要性を改めて指

摘する。「医師や看護師と比べて薬剤師の何

が違うかというと、化学が原点にあるという

点だ。しかし、少なくとも卒業生をみると、

“有機化学が嫌いだ”という意識が強いよう

に思う。これは学生が悪いというのではなく、

教え方にも問題があるのではないか」と反省

する。従来のように、医薬品合成や創薬を中

心とした“縦割り”の有機化学だけを教える

のではなく、「病院や保険薬局という現場で

役立つ有機化学教育を構築していく必要があ

る」と語る。

また、各学年ごとにCBTを行っていくと

いう。進級するための通常の「必修科目の試

験」に加え、CBT方式で全教科の範囲を網

羅した総合的な試験を実施することにしてい

る。１年次から２年次に向けては、１年次履

修の全範囲。２年次には１～２年次に履修し

た全範囲、３年次には１～３年次に履修した

全範囲といった形で、各学年の履修範囲を積

み重ね、切れ目のない継続した学習を行うの

が狙いだ。既に１年次“CBT”が終了して

いるが、結果は上々だという。

現状の相模湖キャンパスには５、６年生の

ための新たな施設を増設するスペースがない

こともあり、５～６年生は板橋キャンパスに

移すことになった。これにより板橋キャンパ

スは医学部、薬学部、医療技術学部という医

療系学部が集結することになる。井上氏は

「医療現場では医師や薬剤師を含めコメディ

カルとの壁は低くない。学生時代に他の職種

との交流を深めることで、将来的により良い

関係を築くことができる」と新“板橋キャン

パス”の意義を語る。
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帝京大学薬学部は、昨年度からの６年制移行を踏

まえ、４年次だけでなく１年次という早い段階でも、

薬剤師に必要な技能、態度を評価する客観的臨床能力試験

（OSCE）をカリキュラムに取り入れ、医療従事者としての心構

え教育などに取り組んでいる。また、質の高い実務実習を行う

ための準備として、病院や薬局とのより良い連携のための組織

構築も行った。さらに、臨床で役立つことを重視した基礎教育

の充実などを積極的に進めていく考えだという。井上圭三学部

長に現在の取り組みや今後の展望などについてうかがった。
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